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１ 特別保護地区の概要

（１）特別保護地区の名称

荒尾干潟特別保護地区

（２）特別保護地区の区域

熊本県荒尾市大字大島の南新地南側堤防から南に50ｍの距離を置いて引いた直線と

荒尾海岸保全区域の北側区域の水域側境界線との交点を起点とし、同所から同境界線

を南進し最大高潮時海岸線（以下「海岸線」という。）から沖合50ｍの距離を置いて

引いた線との交点に至り、同所から海岸線から沖合50ｍの距離を置いて引いた線を南

進し荒尾市一部73番地の３の南端を中心とする半径200ｍの円周との交点に至り、同

所から同円周を南進し海岸線から沖合50ｍの距離を置いて引いた線との交点に至り、

同所から海岸線から沖合50ｍの距離を置いて引いた線を南進し荒尾海岸保全区域の南

側区域の水域側境界線との交点に至り、同所から同区域の境界線を西進し同市と玉名

郡長洲町の境界線との交点に至り、同所から同境界線を西進し海岸線から沖合1,500

ｍの距離を置いて引いた線との交点に至り、同所から海岸線から1,500ｍの距離を置

いて引いた線を北進し荒尾市大字大島の南新地南側堤防と南新地西側堤防との交点を

中心とする半径1,500ｍの円周との交点に至り、同所から同円周を北進し南新地南側

堤防から南に50ｍの距離を置いて引いた直線との交点に至り、同所から同線を東進し

起点に至る直線に囲まれた区域。

（３）特別保護地区の存続期間

（指定の日）から平成43年10月31日まで

（４）特別保護地区の指定区分

集団渡来地の保護区

（５）特別保護地区の指定目的

当該区域は荒尾市の西方に面した有明海の東側にある荒尾海岸の沖合に拡がる干潟

とその周辺である。干潮時に拡がる干潟（一部当該区域）は面積約1,656haと単一干

潟としては国内でも有数の広さである。ゴカイ類、カニ類、小型甲殻類などが多く生

息する干潟であり、数千羽のシギ・チドリ類が秋から春にかけて通過あるいは越冬し、

東アジアにおけるシギ・チドリ類の重要な中継地および越冬地の一つとなっている。

特にハマシギ、キアシシギ、オオソリハシシギ、ダイゼン、シロチドリ、メダイチド



リ等は多数の飛来が確認されており、当干潟が重要な生息地であることを示している。

また環境省が作成したレッドリストに掲載されている絶滅危惧ⅠＡ類のクロツラヘラ

サギ、ⅠＢ類のツクシガモ及びⅡ類のズグロカモメ等の希少鳥類にとっても重要な生

息地となっている。

このように、当該地域はシギ・チドリ類を中心とした渡り鳥の中継地、越冬地とし

てのエサ場を確保するため、ゴカイ類、カニ類、小型甲殻類など多様な生きものが生

息する干潟を残すことが特に重要であることから、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関

する法律（平成14年法律第88号）第29条第１項に規定する特別保護地区に指定し、当

該区域に飛来する渡り鳥を始めとする鳥獣の保護を図るものである。

２ 特別保護地区の保護に関する指針

保護管理方針

（１）渡り鳥の渡来状況のモニタリング調査、現場巡視等を通じて区域内の渡り鳥の

生息状況の把握に努める。

（２）当該鳥獣保護区は、地域住民の生活圏に隣接していることから、モニタリング

調査等を通じて区域内の鳥類の繁殖及び生息状況の把握に努めるとともに、関係

機関等との連携を図り、鳥類の繁殖及び生息地としての適正な保全を図る。

３ 特別保護地区の区域に編入しようとする土地の地目別面積及び水面の面積

総面積 754 ha

内訳

ア 形態別内訳

林 野 － ha

農耕地 － ha

水 面 754 ha

その他 － ha

イ 所有者別内訳

国有地 － ha 保安林 － ha

制限林 － ha 砂防指定地 － ha

林野庁所管 － ha その他 － ha

国有林 普通林 － ha

文部科学省所管 － ha

国有林以外の国有地 － ha



都道府県有地 － ha

地方公共団体有地 － ha

市町村有地等 － ha

私有地等 － ha

公有水面 754 ha

ウ 他の法令（条例を含む）による規制区域

自然環境保全法による地域 －ha 自然環境保全地域特別地区 －ha

自然環境保全地域普通地区 －ha

自然公園法による地域 －ha 特別保護地区 －ha

特別地域 －ha

普通地域 －ha

文化財保護法による地域 －ha

４ 指定区域における鳥獣の生息状況

（１）当該地域の概要

ア 特別保護地区の位置

当該地域は、有明海の干潟のうち熊本県の北西端に位置する荒尾海岸の沖合50ｍ

から沖合1,500ｍまでの海域である。

イ 地形、地質等

三池港南防砂堤と長洲港北防砂堤の間に、南北の長さは約9,100ｍ、最大幅は東西

約3,200ｍで、最低低潮時には面積約1,656haの干潟が現れる。流入する河川がないこ

とから、基盤岩の上に潮流によって運ばれてきた土砂や貝殻が堆積して形成された干

潟で、泥質ではなく砂質の割合が大きい。砂質は低潮線附近に堆積して州を形成して

いる。

ウ 植物相の概要

干潟に堆積するチッ素やリンなどの栄養塩類を吸収して繁殖する緑藻類のアオサ、

アオノリやケイ藻類が生育している。

エ 動物相の概要

シギ・チドリ類は秋から春にかけて干潟に飛来し、潮の干満に合わせて移動し、干

潟で採食、堤防や波打ち際で休息をとるなど中継地および越冬地として利用する。優

占種は秋季にはシロチドリ、キアシシギ、ダイゼン、トウネン、ソリハシシギ、メダ



イチドリ、オバシギ等、冬季にはハマシギ、シロチドリ、ダイゼン、メダイチドリ等、

春季にはハマシギ、オオソリハシシギ、ダイゼン、キアシシギ、チュウシャクシギ等

であり、季節ごとに優占種が入れ替わりつつ多くのシギ・チドリ類が飛来する。

また、干潟を生息地とする底生生物として、アナジャコ、アサリ、シオフキ、マテ

ガイなどが生息している。

（２）生息する鳥獣類

別表のとおり

（３）当該地域の農林水産物の被害状況

ノリの養殖およびアサリ漁が行われているが、大きな被害は生じていない。

５ 鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律第32条の規定による補償に関する事項

当該区域において、第32条に規定する損失を受けた者に対しては、通常生ずべき損失

を補償する。

６ 施設整備に関する事項

○ 鳥獣保護区用制札 ３ 本


